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⼈⼯ゲノムを持つ細菌から探る
「⽣命と⾮⽣命の境界線」

講師：柿澤茂⾏ (産業技術総合研究所)

近年、⽣物の設計図であるDNAを合成する技術が進展し、
細菌の全DNA（ゲノム）を合成して「⼈⼯ゲノムを持つ
細菌」が作成された。さらに、ゲノム中の遺伝⼦を限界
まで削減し、必要最⼩限の遺伝⼦で⽣育する「ミニマル
セル」も作成され、「⽣きるために必要な遺伝⼦はいく
つか」「⽣命はどのように⽣きているのか」「⽣命とは
何か」といった問いに⾼い解像度で迫ることができるよ
うになってきた。本発表では、ミニマルセルから⽰唆さ
れる「⽣命にとって重要な機能」を紹介し、他の⽣物と
の⽐較を通して「⽣命と⾮⽣命の境界線」について議論
したい。
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